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2020年7⽉14⽇ 投稿者: SATOXITS

ヨーロッパ進出

社⻑：当社ライトセール、ヨーロッパ⽀所の件ですが。

基盤：さきほど試しにフランクフルトに作って各⽅⾯とpingしてみましたら、とても⾯⽩

い結果が出ました。Googleとは1ms、近隣とは10ms、USとは100ms、東京とは

200msとか。

開発：ヨーロッパ⽅⾯は⾯⽩いソフトを作ってる⼈が多いイメージだし、つながりを強く

したいですね。

社⻑：私の昔の経験でも、ヨーロッパの⼈はものを深く理解して評価してくれる傾向を感

じました。

開発：点描のような応答性が重要なアプリですと、RTT 200msというのは実⽤不可で

す。

基盤：HTTP/TCPだともっと悲惨な事になるでしょうね。

社⻑：ドメイン名的にはどうするのが良いでしょうかね。pointillism.eu のようにするの

か、eu.pointillism.com のようにするのか。

開発：TLDのほうがかっこいいですが、値段次第ですね。

基盤：pointillism.eu … whois.com で $3.48 です。10年でも$83.40ですからかなりお

得と思います。ただしEUの中の⼈であること。
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社⻑：EUに住むか法⼈を設⽴するかですか。いつかは実現できると良いな。

開発：昔の知り合いに頼むとか。

社⻑：存命現役ならね。€5のサーバのために動いてくれるかなｗ

基盤：さてそれではお楽しみのIPアドレスです。候補的にはこんなところでしょうか。

基盤：東京やオレゴンでの記憶だと、52. というのは⽐較的レアかな思います。

開発：3回5ではじまるのがぱっと⾒分けやすい。

社⻑：全部で8桁というのも良いですね。

基盤：ではこれにしましょう。仮想マシンにアタッチ！インスタンスは当社標準 $5プラ

ン Amazon Linux にしました。今後 ns2 としたいと思います。これより、ns1作成時の

作業メモを⾒ながら ns1 より複製を開始…

基盤：⽣端末からssh … 遅い。接続に4秒かかりますね。しかもこのエコーの重さ。いっ

そ半⼆重にしたほうが良いかも。ping で 確認… RTT 256ms と出ました。

開発：まあ、光で往復しても120ms くらいはかかりますからね。

https://its-more.jp/ja_jp/?p=9820
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基盤：接続だけならまだしも、キー⼊⼒へのエコーがだるいのは仕事に差し障りますね。

メンテンナンス作業すら気分が重くなります。

開発：しかしその遅延具合、昔が懐かしいですね。ファイル転送⾃体は5MB/s くらいで

てるみたいじゃないですか。

社⻑：あ、またしらす丼が⾷べたくなりました。⾷事にいきましょう。

＊ ＊ ＊

基盤：せっかく⽬覚めスッキリのところを、コロナで時間をつぶしてしまいました。

社⻑：仕事して飲んで寝る。仕事して飲んで寝る。これを1⽇⼆回規則的に回すのが、か

なり良い感じに思えてきました。

基盤：っと、フランクルフルト de1、落ちました？エコーなし。ssh 別接続トライ、タイ

ムアウト。

開発：ライトセールのダッシュボードからウェブ端末で⼊ってみては。

基盤：ライトセールのホームが開きません。あ、開いた。10秒以上かかりましたね。えー

と、コンソール接続しました。あれ？落ちた形跡ないですね。uptime 8:42。

基盤：おっと、うちからの直接sshも回復。うーん、3分くらい不通になってましたね。

開発：まあ、もし仮想マシンを⼀旦⽌められた後に再開されたんだとしても、区別はつか

ないかもですね。

基盤：うーん、事象発⽣前後の /var/log には特になにも無いですね。

開発：ともかく、フランクフルトの de1 無応答期間にも、東京・オレゴンは問題なく応

答していた。再応答後にde1で last してみると、無応答前からのセッションが残ってい

る。 ちょうど使⽤していた more コマンドの窓も… あれ？どこへ⾏きましたかね。

基盤：Show All Windows … これって、ウィンドウの並び⽅がイマイチですが、サムネ

ール化しても中⾝がちゃんと動いているし、素晴らしいです。もしこのサムネール状態で

キー⼊⼒までできたらとんでもないですねｗ

社⻑：それが Vivaldi でもできたらなあ。
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開発：MacOSXのターミナルの⼒の⼊り⽅は尋常ではないですね。タブになったりとか。

グループ化とかって何？って。

基盤：さっき閉じたウィンドウを開くってできるんですかね？

開発：まあリブートしても再開するんですから、セッションは切れても窓だけなら。

社⻑：私はもう10年近くCUIから離れていて、プログラムもGUIなIDEだったもんで、こう

いうCUIの世界がまだ脈々と⽣きているのに感動しました。まだというか、多分これから

も全然元気。それが本質的に⼀番向いている世界が厳然としてある。

基盤：まあ腐海のターミナルはDOS窓とかいう恐ろしいものですからね。

社⻑：私は、今使ってるアプリを新しくもう⼀つ開くというのを、右クリックでできるよ

うに統⼀されていると良いと思うんですよね。

開発：個々の仕事に使う道具のセットごとにデスクトップがある、⼀⽅で時々道具だけを

横断して⾒たい。

社⻑：いろんな条件で⽣きてるアプリを検索して、ヒットしたものを並べて⾒れるように

なっているのが良いのでしょうね。

開発：過去に死んだアプリも含めてですね。

社⻑：タイムマシンというからには、ファイルが戻せますとかじゃなくて、プロセスも戻

せないとね。
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開発：それはそうと、CPU負荷を表⽰する可愛いウィンドウ、最近のMacOSXにはなくな

っちゃったのかと思ってたんですが、こんなところに⾒つけました。

社⻑：ナツカシー。昔使ってたMacProではネハレムのコアが16個並んでましたけどね。

基盤：それはそうと、昨⽇クラッシュした後にFUSEを切ったのですが、その後⾮常にメ

モリがゆったりになりました…

＊ ＊ ＊

基盤：で、何をやっていたのか忘れかけましたが。要するに東京の ns1 からフランクフル

トde1に65万ファイル/25GBをまるまる転送した。所要33分間。ところが、転送先でな

ぜか10万ファイルぶんが⽋落している。find して⽐較していたところ、ns2 つまり de1

から応答が⽌まった。という事でした。⽋落したのは、ssh tar c | tar x している最終に

⽋落した部分のファイル、ほぼカウンター類ですが、に変更があったとか inode が変わっ
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たからではないか、というのが⼀つの仮説です。ですが、tar のエラーは出ていなかっ

た。それとは別に、de1ではファイルのfindとかrmが異常に速いのが不思議です。

基盤：で、運⽤開始前だし、通信にお⾦もかからないので、もう⼀度同じことをやってみ

ようと思います。

社⻑：了解。⾛らせといて、飲みに⾏きましょう。

＊ ＊ ＊

社⻑：帰りましたー。

経理：酒臭いですね。パクチー臭も。

社⻑：おにいさん（！）パクチーだいじょぶ？って聞かれましてね。あんまり得意では無

いですねって⾔ったんですが通じなくて。でも⾷って飲んで５LSUです。先週のツケも払

ってきました。

基盤：今⽇は無⾎の帰還でなによりです。

社⻑：帰って⾒たら、郵便受けに⾯⽩いチラシが⼊ってました。「⽚付け代⾏・遺品整

理」「お⾒積り無料・例えばコレ♤」。「あなたの町の担当者は私です。１。よろしくお

願いします。」「⼼の絆・安⼼の証。遺品整理⼠」（笠間市）

開発：遺品整理⼠。そんな資格があるですか！超インタレスティング検索。なるほど。

「 現在、⼀般社団法⼈遺品整理は、遺品整理業界からの初の国家資格創設を⽬指してい

る。」ほーう。

経理：当社のニーズにかなりマッチした業態ですね。

社⻑：経験的には、軽トラ1台ぶんで15,000円くらいですね。

経理：30LSU。

基盤：現状、社⻑が路上で⾏き倒れて事件性がうんぬんで踏み込まれると「室内はごみ屋

敷のようだった（捜査関係者）」とか書かれますね。

開発：こういう記事、弱い者に対してはいいたい放題ですね。

社⻑：なんにしても⾒積もりは2社以上から。我社の鉄則です。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%BA%E5%93%81%E6%95%B4%E7%90%86%E5%A3%AB
https://bunshun.jp/articles/-/38950
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社⻑：特に法⼈としては消滅した後の事はまああれですが、予期せぬ終焉というのは⼀応

考慮ですね。

開発：昨⽇今⽇とはおもはざりしを。

社⻑：まあギネスに載るとかでなければ、あと最⻑でも物理的には60年以内に終焉するわ

けですから。

＊ ＊ ＊

基盤：さて、再試⾏の結果、やはり転送時間33分、10万ファイル⽋損という結果になり

ました。⼤変不思議です。それで、コピー元とコピー先のディレクトリをじっと眺めたの

です。何か似ているようで似ていない。いや、どこかで⾒たことのあるような。なぜこの

ファイル達だけが、コピー先に存在しないのだろうかとか。同じファイルなのに⽇付か違

う？それでようやく理由がわかりました。

基盤：先代のns1 からコピーしていたつもりが、先々代のns0 からコピーしてたんです

ね。だから、ns0 とはうりふたつでした。

開発：なーるほど！

社⻑：よくわかりました。

基盤：ということで、これより ns1 より複製を開始します。終了は24:00を過ぎるかもし

れません。

社⻑：ヒューマンエラーってエンタメですね。

基盤：引っ越し⽤の数⾏のshellスクリプトを再利⽤してしまったのが敗因でした。

開発：まあ、ns0 はAWS東京のUbuntuだったから、害は無かったですね。転送元が

Azureだったら数百円の損失が出た可能性があり、笑い事では済まなかったかも知れませ

ん。

開発：ところでこの、ns1 と ns2 のログイン画⾯、何か違いをつけたいですね。
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社⻑：というかこれ、どういう意味のAAなんでしょう？ orz 系のAAにしか⾒えないんで

すが…

基盤：というか、セキュリティ関係のアップデートがあるということなので、やっておき

ます。sudo yum update … y。bash ⽅⾯でした。うちはこれからは zsh にするんです

かね？

開発：まあ、私達のレベルでは今の所、違いがわかないですけどね。

社⻑：zsh のほうが断然名前がかっこいいと思います。わたし的にはZというとZeppelin

なんですよね。あの、カクカクした外観と、劇的に炎上する姿が⼦供⼼に焼き付きまし

た。

基盤：燃えたのはヒンデンブルクのようですが。

社⻑：なんにしても、ソユーズとか乗りたくもないですが、⾶⾏船には⼀度乗ってみたい

です。

開発：zshはソースからのコンパイルもサクッと終わりましたしね。うちの評価基準は、

開発者の体制とか、プログラムの改変しやすさかなという気はします。動的リンクはどっ

ちでも⾏けるみたいですが。まあ環境変数を⼦供にわたすだけですけど。

社⻑：shell固有のファイルシステムビューを作りやすいかどうかというところですね。そ

ういえば、名前はgasketとかなんかで…
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基盤：そういえば、だいぶ痛い思いをしてビルドしたMacOSX⽤ Micromium、あまりの

重さが衝撃でしたね。なんか、ビルドのオプションかも知れませんが、デフォルトであの

重さというのは…

＊ ＊ ＊

基盤：あ、ファイルの移送、終わりました。37分48秒。ファイルの個数、完全に⼀致で

す。find の所要時間… ほぼ同じですね。要は、たまたまメモリのバッファに⼊りきって

たかとうことでしょうか？

基盤：では、以前の移転のメモに従って続きの作業をやります。まずサーバ⽤のディレク

トリを移動してシンボリックリンク。ユーザ⽤のディレクトリを移動。.bashrc をコピー

してsource。OK。dsgbind を chown, chmod。sh httpd でサーバ起動試験。OK。ブ

ラウザで http://52.59.53.30 を開く。HTTPログ確認。OK。pointllism… やはり反応が

遅い。sh alld で全サーバ起動。OK。LightsaleからDNS/UDPを開く。⾃社から dig で試

験。DNSログ確認。OK。crontab をコピーして、sudo reboot で起動試験。OK。やは

りリブート所要50秒ほどですね。なぜかAWSはここが遅い。…。サーバ設定完了運⽤開

始されました。

基盤：あとはこれを xso と nso と who で ns2.its-more.jp, ns2.delegate.org ,

ns2.wits-more.net として登録。完了。いずれ ns0 を廃棄、代わりに全所有ドメインの

セカンダリNSにこのns2を指名、という流れでやります。

開発：あとは、ヨーロッパ⼝としてどういう名前にするかですね。同じ名前でヨーロッパ

系からはこのサーバに来てくれると良いのですが…

社⻑：US⼝もnsにするんですかね。

開発：USとEUと東京で同じコンテンツをどう維持するかということもですね。

基盤：やはり rsync するか、直マウントでファイル共有するかしたいですね。NFSでいい

かなとも思うんですが。

社⻑：明⽇以降のお楽しみということで。

̶ 2020-0714 SatoxITS

https://its-more.jp/ja_jp/?p=9820
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